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くまもと企業版ふるさと納税対象プロジェクト

　阿蘇市は、先人達により守り育まれてきた雄大な自然及
び歴史遺産や伝統文化等人々の営みの中で受継がれてき
た地域資源に恵まれ、かけがえのない財産を後世に伝えて
いく取組みの中で平成25年世界農業遺産、平成26年世界
ジオパーク認定と世界的な評価を受ける事ができました。
一方で度重なる自然災害からの復興や少子高齢化など、
本市を取り巻く状況は課題が山積みです。今後も本市の
取組みにご支援とご協力をお願い申し上げます。

第２期「阿蘇市まち・ひと・しごと創生総合戦略」

人がつながり創りだす新しい阿蘇

阿蘇市
ア 　 　 ソ 　 　 シ 総人口…23,978人　男…11,251人　女…12,727人　世帯数…10,196世帯

〈人口構成比〉　15歳未満…10.8％　15～64歳…47.8％　65歳以上…41.4％

取組みにご支援とご協力をお願い申し上げます。

寄附
御礼

・贈呈式開催（首長出席、寄附額100万円以上）
・感謝状贈呈（寄附額100万円以上）・地公体広報誌掲載 ・視察受入・ＨＰ掲載
・功労者表彰推薦 ・その他・紺綬褒章推薦

　阿蘇くじゅう国立公園内に位置し、世界文化遺産登録を目指
す阿蘇の草原等の自然環境は、野焼き等、先人たちが守り育て
てきたもので、私たちは様々な恩恵を受けています。美しい田
園、緑豊かな森林、爽やかな草原、清らかな水等を、保全・活用し
次世代に繋げていくことは、私たちにとって重要な責務です。
その為、市民一人一人が共通認識を持ち、ゴミの減量化や適正
処理、浄化槽設置等、環境負荷の低減に取組んでいますが、人口
減少等により維持が困難になっており、観光や野焼きボランテ
ィア等の交流人口増加に取組みます。

寄附の
具体的な
メリット

　阿蘇の象徴でもある火山、千年の草原、九州の水がめといわれる水資源などの環境を守ること
でSDGｓや脱炭素化等につながり、また、自然環境を生かしたテーマ性のあるアクティビティ等
の観光メニューや野焼きボランティア活動により国内外人々が交流することで、世界ジオパーク
や世界農業遺産に認定されている阿蘇地域の持続可能な観光地域づくりに寄与できます。

自然環境を守るための野焼き

総事業費 ─ 寄附目標額　─

数値目標 ●年間観光入込客数（宿泊客数）
●野焼きボランティア受入牧野組合

…… 600万人（85万人）
……………… 70％

●その他の寄附事業に関しましては、最寄りの肥後銀行までお問い合わせください。

寄附申出書の事業名選択時は「第２期阿蘇市まち・ひと・しごと創生総合戦略全事業」を選択してください。

〈SDGs〉関連するゴール
世界最大級のカルデラ内を満喫し
環境を未来につなぐプロジェクト

くまもと企業版ふるさと納税対象プロジェクト▶▶▶ 阿蘇市

　少子高齢化等により、地域の伝統行事や文化継承が難しくな
っており、併せて多くの産業が後継者及び担い手不足により地
域の活力が失われつつあります。特に、出生数の減少は地域に
与える影響が大きく、子育て世代の就労と育児の両立を地域や
社会で子育てを支える環境づくりを進め、阿蘇の大地で逞しく
生き生きと夢や希望に向かって成長する子供達を応援できる
環境整備により、未来を担う子供達が阿蘇市で育んだ「豊かな
心」と「確かな学力」で、将来、グローバル社会の中で活躍できる
ような発展的取組みを目指します。

寄附の
具体的な
メリット

　結婚・出産・子育てしやすい環境の整備から学校教育まで、世界最大級のカルデラの中で育つ子
供達の成長を応援することで、企業様のイメージアップに寄与できるものと考えます。また、温泉
地でもあり、スポーツ合宿の里として本市の屋内外の運動施設や児童公園等の環境を充実させる
ことで、地域内外の多くの方々との繋がりが出来、交流促進が期待できます。

阿蘇ならではの学習・交流

寄附申出書の事業名選択時は「第２期阿蘇市まち・ひと・しごと創生総合戦略全事業」を選択してください。

〈SDGs〉関連するゴール阿蘇の大地で夢に向かって踏み出す
子供達の成長応援プロジェクト

総事業費 ─ 寄附目標額　─

数値目標 ●阿蘇市に居住する0歳から12歳の
　子供を有する世帯の数を10％増加

重点
プロジェクト

重点
プロジェクト

　農業所得向上のための技術及び生産機能強化への支援や道の駅等の物販施設及び観・商業との連携強化を図
る。また市内商工業及び商店街等の発展と就労人口増加を促すため、新たな産業の進出や業者支援を推める。

稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする

　子育て世代や若年層を対象として、本市に移住・定住するためのきっかけづくりに取組みます。 民間及び多
様な人材と 連携した 移住・定住の支援体制の構築と情報発信の強化により人口誘導を進める。

地方とのつながりを築き、新しいひとの流れをつくる

　子育て世代の就労と育児の両立をサポートし、 安心して仕事・生活ができる家庭環境と子供達の健全な育
成を支援し、安心して子供を産み・育てる事ができるよう地域や社会で子育てを支える環境づくりを進める。

結婚・出産・子育てしやすい環境の整備

　阿蘇の歴史や文化を再認識し、阿蘇の強みや魅力を市民が共有する取組みや、体育・文化活動の充実と市民
参加を促進し、世代間交流による活気あるまちづくりを推進。また若者の可能性を後押しする支援を進める。

ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域

健康が一番！元気が一番！
人口減少・少子高齢化対策

美しき大自然を世界へ！
愛される阿蘇の魅力を発信！

　世界最大級のカルデラや阿蘇中岳火口をはじめとする魅力あふれる自
然と阿蘇神社や神楽などの伝統・文化施設、多数の宿泊施設が立地した
温泉地など多くの魅力あるまちです。
これらのスポットの中には、ユネスコの
正式事業である阿蘇ユネスコジオパー
クのジオサイトがあり、阿蘇火山の大地
と人間生活に触れ、生きた阿蘇の魅力
に迫る感動の体験ができる場所があり
ます。これら地域資源を後世に伝えてい
く取組みを多数行っています。

カテゴリー9 地域創生(地域再生、都市再生、中心市街地活性化対策等) カテゴリー2
過疎対策・定住移住

　安心して子供を産み育てることができるよ
う行政サービスを向上させるとともに、高齢
者の社会参加を促進し、地域や社会で支え合
い、様々な生活課題を「自助・互助・共助・公助」
の緊密な連係により解決するための取組みを
加速していきます。

後世に伝えていく草原、田園等の景観の環境
高齢者の社会参加と
地域の支え合い

佐藤 義興市長

熊本IC

植木IC
北熊本SIC

※データは令和6年7月発行、熊本県市町村要覧をもとに作成しております。
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